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中
央

韮
細

重
の
文
化

羽

田

亨

著

本
籍
の
著
者
羽
田
博
士
は
去
る
昭
和
六
年
に
各
固
人
の
西
域
探

険
に
依
っ
て
獲
ら
れ
た
新
資
料
に
基
い
て
西
域
文
明
の
沿
革

･
特

質
を
解
説
し
た

｢
西
域
文
明
史
概
論
｣
を
世
に
造
ら
れ
､
洛
陽
の

純
情
を
高
か
ら
し
め
た
事
は
周
知
の
事
で
あ
る
が
'
之
と
類
似
の

題
名
を
持
つ
本
籍
の
内
容
ば
'
前
者
よ
-
贋
範
囲
に
亙
っ
て
居
て

幾
分
性
質
を
異
に
す
る
｡
即
ち
此
の
冊
子
の
年
ば
を
費
し
て
古
代

よ
り
柏
木
晃
帝
囲
時
代
に
至
る
中
更
の
史
茸
の
大
勢
が
述
べ
ら
れ

後
年
に
於
て
種
々
の
文
化
的
事
象
が
詮
明
さ
れ
て
あ
り
'
歴
縮
さ

れ
た
る
中
央
ア
ジ
ア
の
通
史
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
｡
何
れ

の
歴
史
に
あ
つ
て
も
通
史
を
書
-
事
の
困
難
な
る
は
云
ふ
迄
も
な

い
が
'
中
央
7
.･,i.t了
の
歴
史
に
あ
つ
て
は
､
そ
の
内
に
地
理

･
文

化

･
人
種
の
臭
っ
た
様
々
の
霞
城
を
含
み
'
且
苗
釆
此
の
地
方
よ

-
起
っ
た
大
連
な
政
治
的
勢
力
と
て
は
唯
帖
木
見
属
国
が
奉
げ
ら

れ
る
の
み
で
'
其
の
歴
史
の
大
部
分
は
周
達
の
諸
勢
力
に
依
る
支

配
の
歴
史
で
あ
り
､
殊
に
東
西
文
明
の
交
流
の
舞
嘉
と
し
て
の
此

地
方
を
考

へ
る
時
'
斯
も
複
雑
を
極
め
た
往
古
の
中
央
ア
ジ
ア
の

諸
様
相
を
概
観
す
る
事
は
決
し
て
容
易
で
な
い
O
此
の
事
は
､
本

籍
と
相
前
後
し
て
出
版
さ
れ
た
世
界
歴
史
大
系
｢
中
央
ア
ジ
ア
史
｣

が
此
地
の
歴
史
を
周
達
の
諸
勢
力
よ
-
観
察
す
る
と
い
ふ
特
殊
な

立
場
に
依
っ
て
書
か
れ
て
ゐ
る
の
む
見
る
と

1
暦
は
-
了
解
さ
れ

る
と
息
ふ
｡
此
の
意
味
で
斯
単
の
榛
威
な
る
博
士
の
手
に
成
っ
た

此
の
概
説
書
を
今
持
ち
得
た
事
は
'
我
々
の
大
き
な
菩
48
,と
言
は

ね
ば
な
ら
ぬ
｡

扱
本
籍
の
内
容
に
就
て
見
る
に

.其
の
眼
目
た
る
後
年
部
は
'･
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｢
中
央
琵
細
頚
と
希
臓
文
明
｣
'
｢
リ
グ
ド
人
と
商
葉
｣
'
｢
リ
グ
ド

語
及
び
天
山
南
路
に
行
は
れ
た
.る
評
語
｣
.
｢
中
東
に
行
は
れ
た
諸

宗
教
と
そ
の
典
籍
｣
'
｢
宗
教
美
術
｣
･
｢
中
央
亜
細
盛
と
漠
文
明
｣
､

｢
回
鴨
の
酉
蓮
と
西
域
文
明
｣
'
｢
ト
ル

コ
族
と
回
教
｣
'
｢
帖
木
見

王
朝
と
ト
ル
コ
文
明
｣
の
諸
事
よ
-
成
る
｡
大
腰
博
士
が
過
去
二

十
飴
年
間
に
'
著
書
'
雑
誌
'
或
は
講
義
に
於
て
襲
表
さ
れ
た
業

績
の
精
粋
を
集
め
た
も
の
と
も
見
る
可
-
､
両
も
共
等
諸
事
象
間

の
脈
絡
が
説
か
れ
て
あ
る
の
で
'
中
立
の
人
種
問
題
(
第
二
章
)や

言
語
問
題
(
第
十
四
章
)
に
関
す
る
西
欧
畢
界
の
諸
詮
の
沿
革
の
説

明
等
と
相
保
っ
て
'
斯
拳
の
絶
好
の
入
門
書
で
あ
る
と
言
へ
る
｡

K
tisan
の
意
義
'
リ
グ
ド
人
の
活
躍
等
'
博
士
に
依
っ
て
初
め
て

解
決
が
つ
け
ら
れ
'
或
は
研
究
の
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
た
諸
説
'
其

他
博
士
年
乗
の
持
論
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
が
'

従
来
未
墾
表
の
説
が
あ
る
事
も
見
逃
せ
ぬ
｡
即
ち
中
央
ア
ジ
ア
の

ギ
リ
シ
ャ
化
(
十
二
章
)
､
或
は
支
部
化
(
十
七
葦
)

の
程
度
に
封
す

る
見
解
の
如
き
'
西
欧
諸
単
著
の
所
詮
と
封
此
し
て
博
士
の
探
き

識
見
を
窺
ふ
事
が
出
来
る
｡

憾
む
ら
-
は
本
籍
は
柏
木
晃
帝
国
時
代
を
以
て
筆
を
断
た
れ
て

ゐ
る
軍
で
あ
る
.
叉
'
巻
頭
に
地
鞄
が
あ
っ
て
'
理
解
に
便
で
は

あ
る
が
'
本
轟
塵
の
性
質
上
腐
版
の
な
い
事
は
箱
物
足
-
な
℃

そ
れ
か
ら
慾
を
言

へ
ば
'
参
考
書
目
を
奉
げ
て
頂
い
た
な
ら
ば
'

ノ

我
々
後
進
に
と
っ
て

一
骨
結
構
で
あ
っ
た
と
思
ふ
｡

(藤

枝

晃
)
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